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  〈小学校外国語 第６学年〉 

南風原町立津嘉山小学校教諭  神 里 岳 彦 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 平成 29年度告示小学校学習指導要領外国語（以下「新学習指導要領」と表す）には、外国語科の目

標は「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読む

こと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次

の通り育成することを目指す。」と示されている。そのために、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表

現力等」、「学びに向かう力、人間性等」それぞれに関わる外国語特有の資質・能力を育成することが必

要とされている。 

 これまでの外国語活動での授業実践を振り返ると、児童が英語に慣れ親しみ、体験的に楽しく英語で

コミュニケーションに取り組めるよう、ゲームやチャンツ、学んだ表現を使って友達と交流をするなど

の活動を工夫して行ってきた。しかし、単元終末における実際のコミュニケーションに近いやり取りや

発表などの活動では、なかなか話せない児童や活動に意欲的でない児童の姿が見られた。その要因とし

て、児童にとって英語表現を使う目的が明確でなかったことや、教師がモデルで示したことを繰り返す

だけでなく、自分の伝えたい内容を話したり聞いたりする、主体的な言語活動が不十分であったことが

考えられる。 

 児童が主体的に英語でコミュニケーションを図れるようにするには、教師が単元終末段階の児童に望

む具体的な姿をイメージし、必要な資質・能力を育むための目標設定や毎時間の活動の配列を工夫し、

コミュニケーションを楽しみながら学習した表現を活用できる言語活動を取り入れる必要があると考

える。 

 そこで本研究では、単元構成の際に「CAN-DO リスト」（試案）を作成し、児童が小学校卒業時に身に

付けてほしい具体的な資質・能力から逆算して、単元における到達目標や毎時間の目標を定め、必要な

言語活動を配列していく。その際、「話すこと［発表］」を単元終末の言語活動に位置づけ、発表に必要

な表現を言語活動を通して繰り返し活用できるように、高学年新教材で設定されている Small Talk を

児童の実態に合わせて行う。そうすることで、児童が主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度

を育むことができるであろうと考え、本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究仮説と検証計画 

 １ 研究仮説 

 英語学習において、「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成と、Small Talk の工夫を行うこ

とで、主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育むことができるであろう。 

 ２ 検証計画 

 事前に行う外国語の授業に関するアンケート調査や振り返りカードの記述内容等から、児童の実態

調査・分析・把握を行う。検証授業は、６年４組の学級で８時間行う。検証授業では、児童の発表、

ペアやグループ活動の様子、ふりかえりシートの記述等により児童が英語で主体的にコミュニケーシ

ョンを行うことができたかどうかを考察する。単元終了後にアンケートを実施し、事前調査との比

較・分析を行い本研究の仮説を検証していく。 

主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育む学習指導 

～「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成と Small Talk の工夫を通して～ 
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検証授業の対象：津嘉山小学校 ６年４組 ［男子 19 名 女子 14 名 計 33 名］ 主な検証方法 

１ 事前調査 ○英語の授業に関する事前アンケート（12 月） ・事前アンケートの分析 

２ 検証授業 

 

Unit7 
「My Best  

Memory」 
８時間 

日程 検証の観点 ・授業観察（発言、態度等） 

・毎時の Small Talk の様子 

・ペアやグループ活動の様子 

・ワークシート 

・毎時の振り返り（児童の自己評価） 

・授業記録（写真、ビデオ等） 

 

・第１時（１／８） 

・第２時（１／９） 

・第３時（１／10） 

・第４時（１／16） 

・第５時（１／17） 

・第６時（１／18） 

・第７時（１／23）検証授業 

・第８時（１／28） 

・「CAN-DO リスト」（試案）を
もとに、児童が主体的に取
り組める単元のゴールを示
し、それに向けた単元構成
となっていたか。 

・児童の振り返りをふまえた
Small Talk の工夫ができて
いたか。 

３ 事後調査 ○事後アンケート（１月） ・事後アンケートの分析 

・振り返りカードの分析 

・授業記録、児童の感想等の分析 

４ まとめ ○「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成と、Small Talk
の工夫は児童が主体的に英語でコミュニケーションを図ろ
うとする態度を育むことに効果的であったか。 

・事前・事後のアンケートの比較・分析 

・結果のまとめ・考察 

 

Ⅲ 研究内容 

１ 主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育む学習指導とは 

 (1) 主体的に外国語でコミュニケーションを図ろうとする態度 

 「主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度」を身に付けることは外国語科の目標の(3)

「学びに向かう力，人間性等」に関わる資質・能力の中に示されている。「主体的に外国語を用い

てコミュニケ―ションを図ろうとする態度」とは、解説外国語編で「単に授業等において積極的に

外国語を使ってコミュニケーションを図ろうとする態度のみならず，学校教育外においても，生涯

にわたって継続して外国語習得に取り組もうとするといった態度を養うことを目標としている」と

述べられている。また、小学校での外国語教育における主体的な学びについて直山（2017）は、「や

ってみたいという気持ちを持って活動に取り組んだり、楽しみながら活動をしたり、自分の気持ち

や考えを伝えあったりしたいという思いを持って活動をしているとき、次には自分の思いをもっと

伝えられるようになりたいと工夫しているとき、主体的に学んでいるといえる。」と述べている。 

 本研究では、児童の実態をふまえ、直山が述べている「主体的な学び」を実現することが必要で

あると考え、児童が主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育むことを目指した

学習指導の工夫に取り組む。 

 (2) 外国語科に求められている指導 

 平成 29年度告示小学校学習指導要領解説外国語活動・外国語編（以下「解説外国語編」と表す）

には、外国語特有の資質・能力を育成する際、「外国語教育の特質に応じて、児童が物事を捉え、

思考する『外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方』を働かせることが重要である。」

と述べられている。「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」とは、「外国語で表

現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、

コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、

再構築すること」（解説外国語編）とされている。 

 また、外国語科の目標に「外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を

通して」資質・能力を育むことが示されている。解説外国語編には、「言語活動を行う際は、単に

繰り返し活動を行うのではなく、児童が言語活動の目的や言語の使用場面を意識して行うことがで

きるよう、具体的な課題等を設定し、その目的を達成するために、必要な言語材料を取捨選択して

活用できるようにすることが必要である。このような言語活動を通じて、児童の『学びに向かう力、

人間性等』を育成することが重要である。」と述べられている。 
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 これらのことから、児童が主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育むために

は、児童が「外国語による見方・考え方」を働かせられるように、単元構成を工夫し、「言語活動」

を通して新しい表現や既習事項を活用する学習指導の工夫が求められていると考える。 

 (3) 外国語科における単元構成上の留意点 

 小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック（以下「ガイドブック」と表す）には、外国語活動

の単元構成の留意点として「ゴールの明確化と段階的な目標設定」について述べられている。ガイ

ドブックでは、「ゴールを明確にすることで、

指導者自身が、終末で目指す児童の具体の姿、

つまり単元を通して児童に身に付けさせた

い力をイメージすることができ、目標の実現

に向けての必要な手立ても見えてくる。ゴー

ルが決まれば、そこから逆算して（バックワ

ード・デザイン）１ 時間ごとの目標を定め、

活動を組み立てながら単元を構成してい

く。」と述べられている。ゴールと毎時間の

目標が決まった後、各目標に添って具体的な

活動を選択し、時間配分や評価場面も考慮し

ながら配列を考える作業を通して、単元を構

成することになる。 

 さらに、外国語科の単元計画を立案する際、

「単元を通じて繰り返し取り組ませる活動

を位置づける」ことがガイドブックで述べら

れている。繰り返し取り組ませる活動として

表１に示す３つの活動がある。 

 ゴールから逆算して単元構成を考えるこ

とは外国語活動に限らず、外国語科において

必要な視点であると考える。本研究ではゴー

ルの明確化のために「CAN-DO リスト」（試

案）を作成し、児童の卒業時に目指す姿から

逆算して、目標に沿った活動を配列するように単元構成を考えていく。また、表１に示す活動は、

つけたい力を身に付けるためにはいずれも大切であるが、今年度から外国語科の内容を学習する児

童の実態を踏まえ、本研究では Small Talk を毎時間行うことで、児童が主体的に英語でコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を育む手だてとして扱う。図１に本研究の全体像を示す。 

 

２ 「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成と Small Talk について 

 (1) 「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標設定 

「CAN-DO リスト」とは、学習の到達度を表す指標のことで、中・高等学校の卒業時および各学年

終了時に、英語を使って何ができるかを技能別に記述したものである。４技能について「～するこ

とができる」という具体的な文（能力記述文）によって表される。 

また、「CAN-DO リスト」は児童にとっても振り返りの際に活用できる。藤田（2017）は、「毎回

の授業の終わりに学習活動を振り返り、何がどこまでできたかを確認し、授業中に得られた気付き

を記述することによって学びの過程に主体的にかかわることを促すことができる。」と述べており、

「CAN-DO」リストをもとにふり返りシートを作成し児童に提示することで、効果的な指導につなげ

ていきたい。 

表１ 単元を通じて繰り返し取り組ませる活動 

〇Small Talk 

  好きな食べ物やスポーツ、その理由、行事や長期休暇

の思い出など、児童が興味・関心のある身近な話題につ

いて、自分自身の考えや気持ちを楽しみながら伝え合う

活動。 

〇Sounds and Letters 

 文字の音と、その音で始まったり終わったりする単語

に慣れ親しむ活動。 

〇Let's Read and Write 

 これまでに聞いたり言ったりして音声で十分に慣れ

親しんだ表現を読んで、書き写す活動。また、例から言

葉を 選んで書き写し、自分の思いを表現したり、友だ

ちが書いたものを読んだりする活動。 

 

 

図１ 研究の全体像 
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本研究では「CAN-DO リスト」（試案）（表２）を作成し、それをもとに単元の目標を定め、そこ

から逆算して毎時間の目標と、それを達成するための必要な活動を配列する。毎時間の目標はふり

かえりシート（資料１）に記載し、何がどこまでできればよいのかが児童にもわかりやすいように

提示することで、児童の主体的な学びにつなげていく。 

(3) Small Talk の意義と工夫 

 Small Talk とは、高学年新教材で設定されている活動である。２時間に１回程度、帯活動で、

あるテーマのもと、指導者のまとまった話を聞いたり、ペアで自分の考えや気持ちを伝え合ったり

することである。Small talk を行う目的について、「(1)既習表現を繰り返し使用できるようにし

てその定着を図ること」、「(2)対話の続け方を指導すること」がガイドブックに挙げられている。 

 (1)については、「これまでの外国語活動においては、児童が単元の新出言語材料に慣れ親しむこ

とに重点が置かれていた一方で、複数単元を通じた系統性が弱く、言語材料の使用が単元ごとで完

結している場合が少なくなかった。新学習指導要領に基づく外国語科の指導においては、言語材料

の定着にも重点が置かれている。」と述べられ、児童が、前の単元で学習した言語材料を繰り返し

使用できる機会を保障し、言語材料の定着を目指すことが求められている。 

 (2)は、「対話を続けるために、相手の話した言葉を繰り返して話し手が伝えたい内容を確かめた

り、相手の話したことに何らかの反応を示したりする」表現の定着を図ることが述べられている。 

 指導の方法として、まず、指導者

と児童が表現内容の授受を楽しみ

ながら行い、話題を導入する。次に、

児童同士で対話を行う。１回目の対

話の後で、教師は児童が伝えたくて

も英語で表現できなかったことは

ないかを確認する。その際、児童が

前時までに学習した言語材料で表

現できる内容について質問した場

合、指導者はすぐに答えるのではな

く、学級全体に問いかけ、質問者以

外の児童にも既習表現を想起させ

る。そして２回目の対話を行う。未

習の言語材料については、平易なも

表２ 津嘉山小学校第６学年「CAN-DO リスト」（試案） 

卒 業 時 に
目 指 す 児
童像 

基本的な表現を用いて、自己紹介したり、
身近で簡単な事柄について英語で話したり
することができる。 

聞くこと 身近な話題についての英語を聞いて内容を
理解することができる。 

話すこと 

［やりとり］ 

身近な事に関する質問に答えることができ
る。 

話すこと 

［発表］ 

簡単な表現を使って自己紹介したり、身近
な事柄について英語で言ったりすることが
できる。 

読むこと ・単語を見て発音することに興味を持つこ
とができる。 

・アルファベットの名前、音に興味を持つ
ことができる。 

書くこと ・単語や簡単な英文を書き写すことに興味
を持つことができる。 

 

 
資料１ ふり返りシート 

 

表３ Small Talk の案（第２時） 

T:担任 J:JTE 〈対話を続けるための工夫〉 

T：Hi. What’s your best memory? 
J: My best memory is sports day. I like eisa. It was exciting. 
T: Oh, really. That's good.〈一言感想〉 
J: How about you? 
T: My best memory is field trip.  
J: Field trip.〈繰り返し〉 
T：I went to Koganemori park. It was fun. 
J: That's nice.〈一言感想〉 
（教師と数名の児童とでやり取りをする） 
T:OK, It's your turn. Let' talk about your best memory  in 

pairs. 3,2,1 action. 
(児童同士で Small Talk を行う） 
T:Do you have any questions? 
（児童の質問や対話を続けるための表現がいたかなどについて全
員で確認し、別のペアでもう一度行う。） 

 

既習の表現 

 
前時で学習し

た表現 

 

本時で学習す

る表現の導入 
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のは指導者が教え、難易度の高いものは日本語を用いる。 

 以上のことをふまえ、本研究の検証授業で扱う教材（We Can!２ Unit７ My Best Memory）で取

り組む Small Talk の案（第２時）を表３に示す。検証授業を行う本校第６学年の児童はこのよう

な形での Small Talk を行うのが初めてであるため、教師と JTE の対話を導入で行い、必要な表現

を聞き取らせる時間を設けている。また、指導案に示した内容は、毎時間の児童の様子を行動観察

やふりかえりシートで見取り、実態に合わせて柔軟に変更し、児童が負担感を感じることなく、楽

しくコミュニケーションを行うことができるように工夫する。 

 

Ⅳ 検証授業 

１ 単元名 Unit７  My Best Memory  

２ 単元の目標 

○小学校生活の中で、行った場所や食べたもの、楽しんだこと、感想などを聞いたり言ったりする

ことができる。（知識及び技能） 

○小学校生活の中で、行った場所や食べたもの、楽しんだこと、感想などについて伝え合う。また、

小学校生活の思い出について簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり、例を参考に語

順を意識しながら書いたりする。（思考力、判断力、表現力等） 

○相手に伝わるように工夫しながら、小学校生活の思い出について伝えようとする。（学びに向か

う力、人間性等） 

３ 単元について 

 (1) 教材観 

 本単元では、過去の表現が分かり、小学校生活やそこで楽しんだこと、感想などについて伝え

あったりすること、それらについて話したことを書こうとしたりすることを目標としている。前

単元「He is famous. She is great.」で、本学級の児童は〈主語＋述語＋目的語〉の文の語順

について理解し、絵カードを並べて文を作る活動を行った。文の構造について理解ができている

ため、過去を表す表現では述語に当たる動詞が変化することを、前単元の学習を活かして児童に

気づかせることができると考える。また、本校の６年生は、三学期に入ると卒業文集づくりを始

める。小学校の卒業を前に今までの学校生活を振り返る際には過去形が必要になるとともに、小

学校生活の思い出を題材とすることは、児童にとって聞いたり話したりする必然性がある。そこ

で、学校行事で行った「日常生活に関する身近で簡単な事柄」について聞いたり話したりするこ

とは、児童が主体的に英語でコミュニケーションを図るのに、よい機会であると考える。 

(2) 児童観 

 12 月に実施した事前アンケートでは、｢英語の授業が好きですか」｢英語の授業は楽しいですか」

という質問に、本学級の 90％の児童が「あてはまる・ややあてはまる」と答えている。また、「授

業で習った英語をもっと話したり、聞いたりできるようになりたいですか」、「授業で習った英語

を読んだり、書いたりできるようになりたいですか」という質問についても「あてはまる・やや

あてはまる」と答えた児童が 90％を超え、多くの児童が意欲的に授業に取り組んでいることがわ

かる。これまでの外国語活動での授業実践を振り返ってみても、英語を使ったゲームや単元導入

におけるコミュニケーション活動では、楽しく活動に取り組む児童の姿が見られた。 

 しかし、単元終末における、実際のコミュニケーションに近い活動では、主体的にコミュニケ

ーションをとろうとすることができない児童や活動に意欲的でない児童の姿が見られた。アンケ

ートでも、「英語の授業で習った英語を話したり、聞き取ったりすることができますか」という

質問には 51％の児童が「あまりあてはまらない・あてはまらない」と答えている。さらに、「英

語の授業で、めあてを理解して取り組んでいますか」という質問では、22％の児童が「あまりあ
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てはまらない」と答えた。これらの結果から、児童にとって一時間一時間の目標や、単元終了時

に到達する目標が明確でなかったことや、必要な表現を身につけるための言語活動の工夫が足り

なかったことが考えられる。 

このことを踏まえ、単元終了時に児童が学校生活の思い出について発表できるようにするとい

うゴールを明確にし、毎時間の振り返りと Small Talk での既習表現の活用による指導と評価の

一体化を通して、児童が主体的にコミュニケーションを図る態度を育んでいきたい。 

(3) 指導観 

本単元の指導に当たっては、第１時に教師が自作のアルバムを用いて小学校時代の思い出を発

表するモデルを示すことで、児童に単元終末に行う活動のイメージを持たせ、ゴールを明確にす

る。その活動をするために、毎時間の授業で児童に身に付けてほしい表現の到達目標を振り返り

シートに示し、毎時間その目標を確認しながら学習活動に取り組ませる。教師は振り返りシート

や活動観察で児童の学習状況を見取り、習熟に課題のある表現を次時の Small Talk に取り入れ

て、児童同士の交流で活用できるようにする。Small Talk や英語を使ってのアクティビティ、児

童同士のやり取りをする活動などを通して、発表に必要な表現に慣れ親しませることで、第 7時

にはメモを見ずに思い出の発表に挑戦させ、児童が自分の力で英語を話すことができたという自

信につなげたい。第８時では、これまで十分に聞いたり話したりする活動で慣れ親しんだ表現を

例文を参考にしながら３文程度で書く活動を行う。第 7時までに、十分に聞いたり話したりして

慣れ親しんだ表現を書くことは、児童も抵抗なく取り組めるうえ、学習の定着を図ることができ

ると考える。 

 これまで、児童の意欲の低下が見られた単元終末の活動を、やってみたいと思えるものにし、

第１時からその活動を児童に意識させながら、段階的な活動で表現が身につくように単元構成を

工夫することにより、児童が主体的にコミュニケーションを図ることができるようにする。 

４ 該当する新学習指導要領における領域別目標 

聞くこと ア ゆっくりはっきりと話されれば、自分のことや身近で簡単な事柄について簡単な

語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。 

話すこと 

（発表） 

イ 自分のことについて、伝えようとする内容を整理した上で、簡単な語句や基本的

な表現を用いて話すことができるようにする。 

書くこと ア 大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする。また、語順を意識し

ながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことが

できるようにする。 

５ 単元の評価規準 

・ゆっくりはっきりと話されれば、６年生の小学校生活の思い出について、行った場所や食べたも

の、楽しんだこと、感想などを聞き取ることができる。（聞くこと） 

・６年生の小学校生活の思い出について、伝えようとする内容を整理したうえで、行った場所や食

べたもの、楽しんだこと、感想などを表す表現を用いて話すことができる。（話すこと[発表]） 

・６年生の小学校生活の思い出について、例文を参考に、行った場所や食べたもの、楽しんだこと、

感想などを表す表現を書き写すことができる。 

６ 指導と評価の計画（全８時間） 

時 〇目標 学習活動 （T:担任、J:JTE、S:児童） 
Small Talk の内容 
□評価基準（評価方法） 

１ 〇６年生の学校生活の思い出について言ったり、聞いたりできる。 
１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Lesson's Goal と Today's Goal を確認する。 

・教師の小学校生活の思い出を聞き、単元の目標と本時の目標を確認する。 
  Lesson's Goal「６年生の思い出のアルバムを作って発表しよう。」 
  Today's Goal「６年生の思い出とその感想を英語で話すことができる。」 
３ 学校行事の英語での言い方を確認する。 

話す 

過去の表現の導入とし

て教師の冬休みの思い

出について話し、児童

とやり取りを行う。 
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 ・単元で用いる６つの行事について、児童に英語での言い方を尋ねながら確認する。 
４ ６年生の思い出を伝え合う（サイコロトーク） 
 ・グループで、一人がサイコロを振り、その目と同じ番号の行事をワークシートで

確認する。他のメンバーが What's your best memory?と質問したら、My best memory 
is ○○.と答える。サイコロを振る児童をかえて、何度か繰り返したら、It was 
fun.や It was exciting.などの感想も加えて、同様にサイコロトークを行う。 

５ グループで６年生の思い出や感想を伝え合う。 
６ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

６年生の学校生活の思い
出について言ったり聞い
たりしている。 
<行動観察・振り返りカー
ド点検> 

２ 〇過去の表現の仕方が分かり、６年生の学校生活で行った場所や感想を言ったり聞い
たりできる。 

１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Today's Goal を確認する。 
  Today's Goal「行った場所について英語で言うことができる。」 
３ 「～へ行った」の言い方を知る。 
 ・前時の教師の発表をもう一度聞き、「～へ行った」という過去形の表現を確認する。 
４ ６年生で行った場所の英語での言い方を確認する。 
 ・６年生の学校行事で行った場所の言い方を確認する。次に、それぞれの場所の英

単語が書かれたカードを児童に配布し、教師が Iwent to○○というのを聞き、順
番に並べる。児童が慣れてきたら、教師は言う速さを速くし、集中して聞き取ら
せる。最後に、各グループで教師役と児童役に別れて同様の活動を行う。 

５ ペアで思い出、行った場所、感想について伝えあう。 
６ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

話す 
６年生の学校生活の中で、
行った場所とその感想を
言ったり聞いたりしてい
る。<行動観察・振り返り
カード点検> 

３ 〇６年生の学校生活の中で、行った場所と食べたものや見たもの、感想の言い方を聞
いたり言ったりできる。 

１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Today's Goal を確認する。 
   Today's Goal「見た物や食べたものについて英語で言うことができる。」 
３「～を見た、～を食べた」の言い方を知る。 
 ・教師の思い出についての話を聞き、「～を見た、～を食べた」という過去の表現を

確認する。 
４ 見た物や食べたものの表現を確認する。（ミッシング・ゲーム） 
 ・見たものや食べたものの英語での言い方を確認した後、児童に目を閉じさせ、１、

２枚カードを隠す。児童は目を開け、なくなったカードを英語で答える。 
５ マッチングゲームをし、『○○を見た・〇〇を食べた』の表現に慣れ親しむ。 
 ・３名グループで、Ａが行事、Ｂが食べたものや見たもの、Ｃが感想を表す形容詞

のカードを持つ。Ａが好きな行事を選んで発話した後、ＢとＣはそれに合う単語
を選び、続けて発話する。 
例）A:My best memory is sports day. B:Ｉsaw relay. C:It was exciting. 

６ ペアで思い出、行った場所、見たもの、食べたもの、感想について伝えあう。 
７ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

話す 
６年生の学校生活の中で
行った場所と食べた物、そ
の感想を言ったり聞いた
りしている。<行動観察・
振り返りカード点検> 

４ 〇６年生の学校生活の中で、楽しんだこととその感想を聞いたり言ったりできる。 
１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Today's Goal を確認する。 
   Today's Goal「６年生の学校行事で楽しんだことについて英語で話すことができ
る。」 
３ 教科書の音声教材を聞き、「～して楽しんだこと」の言い方を知る。 
・Let's Listen2 で、”enjoyed ～ing”の表現を聞き取り、内容を考える。 

４ 動作を表す表現を確認する。（フェイント・リピート・ゲーム） 
・学校行事で楽しんだの言い方を、絵カードを見ながら教師の発音に続いて確認す
る。次に、教師は指をさした絵カードと違う発音をする。児童はそれに惑わされ
ず、教師の指差したものを発音する。 

５ 楽しんだことの表現をつかって、６年生の学校行事の思い出を友達と伝えあう。 
・児童は一人一枚、動作を表す単語の書かれたカードを持つ。その単語を使って、
思い出をペアで伝えあう。お互いに思い出を伝えたら、持っているカードを交換
し、別のペアと思い出を伝えあう。慣れてきたら、行った場所や見たもの、食べ
たものの表現も段階的に加えて思い出を伝えあう。 

６ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

 
 
話す 
6年生の学校生活で楽しん
だこととその感想を聞い
たり言ったりしている。<
行動観察・振り返りカード
点検> 

①教師のモデルを聞く。

その際"I went to"を導

入する。 

②児童同士で小学校６

年生の思い出について

尋ねたり、感想とともに

答えたりする。 

①教師のモデルを聞く。

その際"I saw/ate"を導

入する。 

②児童同士で第２時の

内容に加えて行った場

所についても加えて会

話をする。 

 

①教師のモデルを聞く。
その際"I enjoyed"を導
入する。 
②児童同士で第３時の
内容に加えて見たもの
や食べたものについて
も加えて会話をする。 
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５ 〇グループで発表する６年生の学校生活の思い出について、行った場所、楽しんだこ
と、食べたものや、感想がわかる。 

１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Today's Goal を確認する。 
   Today's Goal「６年生の思い出をグループで発表しよう①（発表する内容を考え
る）」 
３ 教科書の音声教材を聞き、グループで発表する際に参考になる表現を確認する。 
 ・Let's watch and Think ３（p55）でフランスの小学生の思い出を聞き、We、Our

の使い方を確認する。 
４ グループで発表の準備を行う。 
 ・各グループに各行事に関する写真やイラストの入った封筒を配る。グループで発

表したい行事を選び、発表に必要な表現や役割を考える。各自、発表に用いる提
示資料を作る。 

６ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

話す 
６年生の学校生活の思い
出について、グループで発
表内容を考え、ワークシー
トに整理している。<行動
観察・ワークシート・振り
返りカード点検> 

６ 〇６年生の学校生活の思い出について、聞き手に伝わるように、グループで発表の練
習をすることができる。 

１ Greeting & Small Talk を行う。 
２ Today's Goal を確認する。 

Today's Goal「６年生の思い出をグループで発表しよう②（わかりやすく伝わる
ように発表の仕方を工夫する）。」 

３ 個人で発表練習を行う。 
 ・前時に考えた発表内容を英語で言う練習をする。 
４ グループで発表練習を行う。 
 ・教師と JTE で発表の良い例と悪い例を示し、児童に工夫点を気づかせる。 
 ・グループで発表練習を行い、相手に伝わる話し方や資料の提示の仕方を工夫する。 
５ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

聞く 
６年生の学校生活の思い
出について、その感想も含
めて、グループで伝えあっ
ている。<行動観察・振り
返りシート点検> 

７ 
本
時 

〇６年生の学校生活の思い出について、グループで発表をしたり、感想を言ったりす
ることができる。 

１ Greeting & Small Talk をする。 
２ Today's Goal を確認する。 

Today's Goal「６年生の思い出をグループで発表しよう③（全体発表）。」 
３ グループ練習を行う。 
・各グループで前時に考えた発表の仕方を確認しながら練習する 

４ グループごとに Our Best Memory を発表する。 
 ・各グループの発表がおわるごとに、数名の児童に感想を発表する。 
５ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

話す 
６年生の学校生活の思い
出について、発表してい
る。また、発表を聞いて感
想を言っている。<行動観
察・振り返りシート点検> 

８ 〇６年生の学校生活の思い出について、例文を参考に書くことができる。 
１ Greeting & Small Talk をする。 
２ Today's Goal を確認する。 

Today's Goal「６年生の思い出を書いてみよう」 
３ ワークシートに各自の６年生の思い出を書く。 
 ・①思い出、②行った場所、見たもの、食べたもののいずれか、③感想の三文以上

を例文を参考にして書く。 
４ 友だちの書いた思い出を読む。 
 ・数名の児童のワークシートを電子黒板に写し、全員で音読する。その後、誰の思

い出か予想する。 
６ ふり返りシートを記入し、感想を発表する。 

書く 
６年生の学校生活の思い
出について、例文を参考
にしながら書いている。 
<行動観察・記述分析・振
り返りカード点検> 

７ 本時の展開（第７時） 

 児童の活動 指導上の留意点 T:担任 J:JTE 検証の視点・評価 

導

入 

10

分 

１ Greeting & Small Talk 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［視点１］ 

教師の Small Talk は

前時の振り返りと、

児童のコミュニケー

ションへの意欲を高

めるために有効であ

ったか。 

①教師のモデルを聞く。 

②児童同士で第４時まで

の内容について、既習の

表現も交えながら会話を

する。 

①教師のモデルを聞く。 

②児童同士で第４時まで

の内容について、既習の表

現も交えながら会話をす

る。 

 

（本時の展開参照） 

①教師のモデルを聞く。 

②児童同士で第４時まで
の内容について、既習の表
現も交えながら会話をす
る。 

 

T：What is your best memory in Tsukazan elementary school?  
J: My best memory is music festival. I saw 6th grade’s music performance, Dancing 
and singing. It was great. I ate bento with other teachers. It was delicious. I 
enjoyed listening songs. It was fun. 

T: I saw their performance, too. That's very nice. 
 J: How about you? 
T: My best memory is my farewell party in September 28th. A student told me,"岳彦
先生、職員室に行ってて下さい。"So, I went to the teachers’room. Later, the student 
came and said,"岳彦先生、教室に来て下さい。" So, I went back to the class. I saw 
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展

開 

28

分 

２ 本時のめあてを確認する。 

６年生の思い出をグループで発表しよう

③（全体発表） 

３ グループ練習を行う。 

・教師のモデルを見て、発表する際のポイントを

確認する。 

・グループごとに発表の練習を行う。 

 

４ グループごとに Our best memory を発表する。 

・教師の聞き手のモデルを見て、発表を聞く際の

ポイントを確認する。 

・グループごとに発表を行う。 

（発表例） 

全員：Our best memory is the school trip. 

S1: I went to the つつじエコパーク.I enjoyed 

game in the bus. It was fun. 

S2: I enjoyed banana boat. It was fun. 

S3: I enjoyed cooking. I ate beef and 

vegetable. It was delicious. 

S4: I enjoyed singing and dancing. It was 

exciting. 

S5: I enjoyed PA 体験. It was very exciting. 

S6: I went to the fruits land. I enjoyed 

shopping. It was so fun. 

全員：This is our best memory. Thank you. 
 

T 振り返りシートで本時の目標を確認

する。 

 

T 相手に分かりやすく伝えるための発

表になっているか、練習の視点を持っ

て取り組ませる。 

T・J 各グループの練習を聞いて、アド

バイスをする。 

T・J 発表者と聞き手に分かれて、聞き

手のリアクションを児童に示す。ま

た、リアクションの練習も児童と行

う。 

T 発表の終わったグループに対し、聞

き手に伝わるように工夫した点を述

べさせ、その効果をほめる。 

T・J 児童からよかったところや面白か

ったこと等をコメントさせる。発言が

ない場合は、担任や JTE からコメント

をし、よさに気付かせる。 

［視点２］ 

グループ練習におい

て、聞き手にわかり

やすく伝えるために

工夫をし、協力しな

がら活動できている

か。 

 

［視点３］ 

発表において、相手

にわかりやすく伝わ

るように、簡単な語

句や基本的な表現を

用いて話すことがで

きているか。 

［視点４］ 

発表を聞いて、発表

内容を理解し、リア

クションをしたり、

コメントを述べてい

るか。 

話す 

６年生の学校生活の

思い出について、発

表している。また、

発表を聞いて感想を

言っている。<行動観

察・振り返りシート

点検> 

ま

と

め

７

分 

５ 本時のまとめと振り返り 

 ・今日の授業の感想を発表する。 

 

６ 次時の予告 

 ・各自の My Best Memory を書き、アルバムを完

成させる。 

T 本時を振り返り、めあてを達成でき

たか振り返りシートに記入させる。 

T 数名の児童に感想を発表させる。 

 

 

 

Ⅴ 研究の結果と考察 

研究の考察は、事前・事後のアンケート、ふりかえりシートの記述や授業観察をもとに行った。 

１ 「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成と Small Talk の工夫により、児童が主体的に英語

でコミュニケーションを図ろうとする態度を育むことができたか 

 (1)「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成の工夫 

 検証授業において、津嘉山小学校第６学年の「CAN-DO リスト」（試案）を作成し、それをふま

えて「６年生の思い出をグループで発表しよう」という発表活動をゴールに設定した。そこから

逆算して１時間ごとの目標を定め、活動を配列しながら単元を構成した。また、毎時間、本時の

めあてを確認する際には、児童のふりかえりシートで学習目標を確認し、児童がめあてを意識し

the smiling students jump up and shout. The party started, they gave me  

 speaches and letters. It was so fantastic. 

J: Oh, very nice.  

T: Thank you. Now, let's talk about your best memory with pairs. Start! 

・児童同士で６年生の学校行事の思い出を伝えあう。 

・問い返しや、繰り返し、一言感想等が言えたかについて全員で確認し、別のペアでもう

一度行う。 
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て学習に取り組めるようにした。 

 図２、図３は学習のめあてについて、児童に行ったアンケートの結果である。事前アンケート

「英語の授業では、めあてを理解して取り組んでいますか」の設問に「あてはまる」｢ややあて

はまる」と回答した児童が 24 名（77％）であった。それに対し、事後アンケート「ふりかえり

シートは、めあて（Today's Goal）を理解するのに役に立ちましたか」の設問に、「あてはまる」

｢ややあてはまる」と回答した児童が合わせて 30 名

（94％）となり、ふり返りシートは児童がその日の

学習で何ができるようになればよいかを理解する

ことに効果があることがわかった。「My best memory 

is～」や「I went to～」などの新しい表現を学習

した第１時から第４時のふりかえりシートの児童

の記述を見ると、「学校行事で行った場所について

英語で言えるようになった」、「発音が難しかったけ

ど練習すると言えるようになった」、「今日はうまく

言えなかったけど次はがんばりたい」など、その日

の学習について肯定的な記述をした児童が平均し

て 90％を超えていた。第３時は肯定的な記述をした

児童が 86％であったが、この時間は「I saw～」、「I 

ate～」の二つの表現を導入したため、活動の中で

どちらを使うのか迷ったという意見が見られた。そ

れでも、次はできるようになりたいと、自分の感じ

た課題に、前向きに取り組もうとする児童が多かっ

たことからみても、児童はその日の学習のめあてを

理解して意欲的に学習に臨んでいたことがわかる。 

 また、図４に示すように、「進んで学習に取り組

むことができましたか」の設問に、「あてはまる」

と回答した児童が検証前の４名（13％）から、検証

後は 20 名（63％）に増加した。図５は児童のふり

かえりシートの「進んで学習に取り組むことができる」の自己評価の推移である。毎時間、ほぼ

すべての児童が「よくできた」、「できた」と回答している。さらに、「よくできた」と回答して

いる児童の割合が単元終末にかけて増加している。第７時の発表活動に対する児童のふりかえり

の記述を見ても、「緊張したけど発表ができてとてもうれしかった」、「楽しく発表することがで

 

図４ 英語学習に対する意欲に関するアンケート

結果（事前・事後） 

 

図５ 英語学習に対する意欲（毎時間のふり返

りシートより） 

 

図３ 学習のめあてに関するアンケー

ト結果(事後） 

 

合計 30 名（94％） 

 
図２ 学習のめあてに関するアンケー

ト結果(事前） 

合計 24 名（77%） 
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きて良かった」、「練習してきたことを発表の時に出せてよかった」、「次はもっとうまく言えるよ

うに頑張りたい」など 86％の児童が肯定的に回答した。 

 以上のことから、「CAN-DO リスト」（試案）を活用した単元構成は児童が主体的にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度の育成に効果があったと考える。 

(2) Small Talk の工夫 

 前述の「指導と評価の計画」に示した Small Talk の内容では、前単元までに学習した表現や、

対話を続けるための表現も使うことを想定していた。実際の授業では、前時の児童の行動観察や

ふりかえりシートで学習状況を見とり、次の時間の Small Talk の内容を適宜変更していった。

単元計画の段階では、教師のモデルでそれぞれの時間

に学習する過去の表現を導入として聞かせ、児童同士

の会話では前時の復習を中心に進める予定であった。

しかし、実際の授業では教師のモデルにおいても前時

で学習した表現を中心に扱い、復習を重視する内容と

した。その理由として、児童の様子やふりかえりシー

トの記述から、went や ate などの過去を表す表現を発

話することが難しいと感じたり、「見たもの、食べた

ものなど言うものが増えていたので、言葉を忘れてし

まうことがあったので覚えるようにしたい。」や「食

べたものや見たものを言うのは難しかった。」などの

に負担感が見られたためである。 

 しかし、Small Talk を毎時間行い、既習の表現を活

用していくことで、自分の思い出を積極的に友達と伝

え合おうとする姿が見られるようになった。図６、図

７は「話したり、聞き取ったりすること」に関するア

ンケート結果であるが、事前アンケートでは「あては

まらない」、「あまりあてはまらない」と答えた児童は

合わせて 16名（51％）であった（図６）。それが、図

７に示すように、事後アンケートでは「あまりあては

まらない」と答えた児童が１名（３%）に減少した。

また、「あてはまる」と答えた児童の割合も増加して

おり、Small Talk で児童は英語を話すことや聞くこと

に自信を持つことができるようになったと考えられ

る。Small Talk について事後アンケートの児童の回答には資料２に示すように、肯定的な内容が

多く見られた。Small Talk についての児童の回答を内容別にまとめたのが図８である。「毎時間

やっていくと自分がすごく英語が言えるようになってうれしかった」、「始めはすらすら言えなか

ったけど、最後のほうではすらすら言えるようになった」など、達成感を感じている児童が 11

人（34％）、「何度もやることで覚えることが簡単になる」、などの復習の効果を挙げている児童

が９人（27％）、「友達と始めに会話をすることで、少し雰囲気がよくなると思う」、「友達の My Best 

Memory を知ることができたり、教えたりするので楽しかった」などのコミュニケーションの楽し

さを感じている児童が９人（27％）と、英語で自分の気持ちを伝えることの楽しさを実感してい

ることがうかがえた。一方で、Small Talk の課題として「長いから難しい」、「相手の言ったこと

をリピートすることができなかった」など、表現の量が増えていくと負担を感じている児童が 7

人（12％）おり、「発音が難しかった」、「先生たちの会話が早くて追いつけなかった」との回答

もあった。表現の量が段階的に増えていく単元半ばでは確かに負担感があったかもしれないが、

 

図６ 「話したり、聞き取ったりするこ

と」に関するアンケート（事前） 

 

図７ 「話したり、聞き取ったりするこ

と」に関するアンケート（事後） 
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資料２ Small Talk についての児童の記述 

図７にも見られるように、単元終末では多くの児童が Small Talk で話したり聞き取ったりでき

るようになったと実感しているため、Small Talk は児童が英語で主体的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成の一助となったと考える。 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

(1) 単元を構成する際、「CAN-DO リスト」（試案）を作成し、単元終末で目指す姿から逆算して単元を

計画し、ふり返りシートに反映させたことで、児童が１時間ごとの目標を明確に意識して学習に取

り組むことができ、主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育むことができた。 

(2) Small Talk を毎時間行い、児童と教師や児童同士でコミュニケーションを図る中で、自分の思い

や考えについて相手に伝えようとする主体的な態度を育むことができた。 

(3) ふりかえりシートを活用した形成評価を行い、次時の Small Talk や活動を工夫したことで、児

童の実態に合わせた指導を行い、児童が自信を持って活動に取り組むことができた。 

 

２ 今後の課題 

(1) 児童が負担を感じることなく、より楽しく英語でコミュニケーションを図ることのできるような

活動の工夫と評価方法の工夫を行う。 

(2) Small Talk で児童がやり取りを行う時間を増やし、単元で学習した表現だけでなく、前学年や前

単元で学習した言語材料も活用できるように、年間を見通してSmall Talkの内容を作成していく。 

(3) Small Talk だけでなく、Sounds & Letters、Let's Read and Write などの言語活動も取り入れ、

読むことや書くことに慣れ親しませる活動を充実させる。 

(4)「聞くこと」、「話すこと」、「書くこと」、「読むこと」の４技能を効果的に育むための板書やワー

クシートの工夫を行う。 
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図８ Small Talk についての児童の

記述の内容別集計 


